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　新年おめでとうございます。希望に満ちた明るい正月をお迎えのことと存

じます。昨年は、参議院選挙や国内外多難な政治情勢におかれ、政局不安定

の中、高齢者化社会を守る、老人の生活を守るという使命を堅持し、懸命に

職責を守り、頑張った皆様には、ただただ感謝の外は有りません。民主党政

権下における参議院選挙の結果は、私たち老健人にとっても重大な関心事で

はありますが、政局は渾沌、超高齢化社会に対応する明るい展望は何ひとつ

見えてきません。今年こそ、この鬱積した暗雲を吹き飛ばし、元気を取り戻

す最後の年であることを願っています。幸い、昨年はインフルエンザの脅威

にさらされることもなく、ノロウイルスの発生も皆様のご努力で最小限に喰

い止め全体として穏やかな一年を過ごしてまいりました。また当協議会役員

のご尽力により協議会諸行事も滞りなく順調に行われ、老健大会も盛大に有

意義な大会がもたれたことは何よりの喜びです。大会を通して各施設の活動

等もうかがい知ることもでき、知識の向上等に益すること多大なものが有り

ました。今後とも国の福祉行政を注意深く見守りながら力を合わせ、高齢者

の福祉、介護の為に頑張っていきましょう。

　山梨県老人保健施設協議会は、今年３月をもって２年間の役員任期を終え

役員交代が行われます。私も会長として３期半７年間、皆様のご支援、ご協

力により無事職責を果たすことができ退任いたします。また新しい役員の皆

様により会が運営され、本会が益々発展されますことをご期待申し上げ皆様

の益々のご健勝をお祈りし、新年の挨拶といたします。

　　新 年 挨 拶
山梨県老人保健施設協議会

会　長   保
ほ

　坂
さか

　　　久
ひさし

（いちのみやケアセンター理事長）



　平成２２年６月２７日（日曜日）、笛吹市花鳥の里ス
ポーツ広場において「第３回山梨県老人保健施設協
議会職員交流ソフトボール大会」が大会実行委員長
の挨拶、前回優勝の甲府相川ケアセンターの選手宣
誓により開催されました。

　当日の天気予報は
雨で中止の懸念もあり
ましたが、参加２０施
設の白熱した試合が
展開されると天候も回
復し、ソフトボール大
会日和となりました。

　決勝戦の「甲府相川ケアセンター」と「恵信ケアセ
ンター」の試合は手に汗握る大熱戦の末、最終回の
大逆転で「甲府相川ケアセンター」が２連覇を達成し
ました。

　平成２２年９月１９日（日曜日）、甲府市総合市民会
館・山の都アリーナにおいて「第１５回山梨県老人保
健施設協議会職員交流ソフトバレーボール大会」が
開催されました。
　今年は会員３０施設中２３施設が参加、白熱した
試合と過熱した応援合戦が展開されました。
　それぞれの施設が日々の業務の合間を縫って練習
してきた成果が十分発揮されており、息の合ったチー
ムワークには目を見張るものがありました。結果は激
戦を勝ち抜いた「つる」が優勝の栄誉を得ました。
　昨年は新型インフルエンザの影響で各大会とも中
止になり、迷惑をお掛けしましたが、今年は２大会と
も多くの施設、選手の参加を得て大盛況で開催され
たことを心より感謝申し上げます。また、大会運営に
あたり県老健協保坂会長以下関係者各位、各施設の
関係者の皆様に御礼申し上げます。

福利委員長　安井尚美（フルリールむかわ）
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● 職 員 交 流 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 ●　

優 　 勝 　 甲 府 相 川 ケ ア セ ン タ ー
準 優 勝 　 恵 信 ケ ア セ ン タ ー
３ 　 位 　 山 梨 ラ イ フ ケ ア ホ ー ム 　
敢 闘 賞 　 Ｎ Ａ Ｃ 湯 村

● 職員交流ソフトバレーボール大会 ●

優 　 勝 　 つ 　 る
準 優 勝 　 甲 州 ケ ア ホ ー ム
３ 　 位 　 山 梨 ラ イ フ ケ ア ホ ー ム
　 " 　 　 サ ン ビ ュ ー か じ か ざ わ
敢 闘 賞 　 い ち の み や ケ ア セ ン タ ー

職員交流ソフトボール大会・ソフトバレーボール大会

成 績 結 果



　今大会は、初めて富士吉田市のハイランドリゾート
ホテルにて、１０月８日に開催することができました。
残念ながら、富士山を望むことはできませんでした
が、例年とは違う場所ということで、新鮮な気持ち
で大会を迎えることができました。
　保坂久会長の主催者挨拶に始まり、ご来賓の山
梨県福祉保健部部長　古屋博敏様より、日々のケ
アに対し、温かい労いの言葉をいただきました。
　講演では、ＮＨＫのＴＶ番組「プロフェッショナル」

でも話題となりました山口県の「夢のみずうみ村」の代表である藤原茂様をお迎えし、「リハビリが人
生を面白くする」をテーマにご講演いただきました。
　先生のリハビリに対する熱い思いを聞き、改めて、この仕事の奥深さ、素晴らしさを再確認すること
ができました。
　午後からは２８施設３５の演題発表がありました。日頃の忙しい業務の中過去最多の演題発表が行
われました。「レクリエーション」「認知症ケア」「おむつの使用法」「看取り」「研修」「事故予防」「感
染症予防」「口腔ケア」「褥瘡ケ
ア」など各施設の素晴らしい取
り組み状況をみることができま
した。
　最後に、研修委員として、ご
尽力いただきました関係者の
方々にこの場をお借りして、御
礼申しあげます。
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第 13 回  山梨県介護老人保健施設大会を終えて
 山梨県老人保健施設協議会理事

 研修委員長　輿　石　詔　三（NAC 湯村）

各セクションの優秀賞受賞のみなさん
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会場 A　セクション 1
座長　峡北シルバーケアホーム　支援相談員　永池　ひとみ

▶レクリエーションに対しての職員の意識改善
　　〜皆でレク楽しんでいますか？〜

玉穂ケアセンター　介護福祉士　荻野　直人
▶毎月 11 日はワンワンの日
　　〜わんこと遊ぼう！〜

つる　介護福祉士　竹縄　千里
▶当施設における褥瘡への取り組み
　　〜求められるチームケア〜

大津ケアセンター　介護福祉士　仙洞田　公一
■家族との素敵な結びつき
　　〜最高の笑顔を「ありがとう。」〜

はまなす　歯科衛生士・介護福祉士　土橋　好美
▶うどん × リハビリの素＝イッパイの幸せ
　　〜リハビリアプローチによる
　　　　寝たきり入所者様のＱＯＬ向上を目指して〜

山梨ライフケアホーム　理学療法士　山本　一裕
▶拘縮予防への取り組み
　　〜誰が関わっても同じ姿勢がとれる様に〜

甲府かわせみ苑　看護師　川口　雅人
▶オムツ見直しと新アイテム導入による
　　　　　　　　　　　　コスト削減への取り組み

甲州ケアホーム　介護福祉士　池谷　由美子
▶天然水溶性食物繊維導入による便通改善の試み
　　〜下剤廃止に向けて〜

ノイエス　看護職　内田　香代子
▶「老健」での、看取り・・・その後
　　〜充実した、ターミナルケアを目指して〜

サンビューかじかざわ　介護福祉士　大森　隆広

会場 A　セクション 2
座長　はまなす　看護師　門馬　恵子

▶“この時間どうしっか”
　　〜レクリエーションの充実を目指して〜

ケアセンターいちかわ　支援相談員　高野　享子
▶転倒事故防止
　　〜統計処理に基づいた事故防止対策に一考察〜

甲府南ライフケアセンター　理学療法士　深沢　和範
▶「さあ撮るよ」通所リハ専属カメラマン
　　〜今日もみんなを笑顔にさせたくて〜

勝沼ナーシングセンター　理学療法士　岩間　智春
▶個々の排泄ｹｱをめざして
　　〜やっぱりリハパンよりパンツずら！〜

甲府相川ケアセンター　介護職員　水上　祐太
■その人らしさの支援を目指して
　　〜自分史の作成から見えてきたもの〜

ＮＡＣ湯村　介護支援専門員　堀内　貴弘
▶一人ひとりの排泄ライフスタイルへ
　　〜リハビリパンツゼロを目指して〜

いちのみやケアセンター　介護福祉士　鈴木　みどり
▶ピオクタニンによる爪白癬治療の試み
　　〜難治爪白癬治療に光〜

白樺荘　看護職　伊藤　一美
▶選ぶ喜び
　　〜「お店のラーメンが食べたい」〜

ケアホーム花菱　看護師　今澤　光江
▶学習会での学びを現場で活かそう
　　〜あの時、教わったはずなのに・・・〜

峡南ケアホームいいとみ　介護福祉士　星川　夢野

会場 B　セクション 1
座長　山梨ライフケアホーム　理学療法士　遠藤　勇志

▶もっとたくさんの笑顔がみたい
　　ＱＯＬの評価尺度を活用した支援

ＮＡＣ湯村　介護福祉士　小林　千賀子
▶拘束除去と転倒転落等事故との関連

甲府南ライフケアセンター　看護師　　中澤　信枝
▶２回のノロウイルス感染を経験して
　　〜職員の移動禁止が感染拡大を防ぐ〜

ももくら　看護師　平川　和子
▶当施設（デイケア）におけるアートケアの実践
　　〜変化を実感した一事例を中心に〜

恵信ケアセンター　介護職　鶴田　修
▶より良いケアプラン作りのために
　　〜ミニカンファレンスの重要性〜

峡北シルバーケアホーム　介護支援専門員　浅古　裕昭
▶認知症高齢者ｹｱと環境のあり方
　　〜高齢者の尊厳を守る快適な暮らし〜

いちのみやケアセンター　看護師　志村　智子
■お口の介護
　　〜お口のクリーニングとお口のトレーニング〜

フルリールむかわ　介護福祉士　篠原　拓也
▶排泄ケアの見直し
　　〜尿測の実施と意識の向上〜

みのりの里旭ヶ丘　介護福祉士　山口　陽子
▶転倒転落はどこまで減らせるか
　　〜スタッフの気づき・・・予防の視点を持って〜

峡西老人保健センター　看護師　市川　春江

会場 B　セクション 2
座長　峡北シルバーケアホーム　管理栄養士　潮上　幸恵

▶看護の“見える化”を目指して
　　〜エビデンスに基づく褥瘡ケアを再考する〜

しおかわ福寿の里　看護師　清水　美智子
▶事故報告書の検討

あさひホーム　介護士　藤巻　綾耶
▶感染対策委員会の活動を通して見えてきたもの
　　〜環境点検と手洗い指導〜

サンビューかじかざわ　介護福祉士　赤池　今男
■百人の不穏には百通りの対応
　　〜終わりなき認知症介護の旅〜

はまなす　介護福祉士　中野　欽章
▶ナーシングのリハビリってどうですか？
　　〜より良いリハビリテーションに向けて〜

ナーシングプラザ三珠　理学療法士　村松　和樹
▶ＱＯＬと認知機能の関係
　　�〜Ａｃｔｉｖｉｔｙの実践とその効果について〜

山中湖あんずの森　作業療法士　浅野　克俊
▶「おむつは嫌だ！！」
　　�〜おむつ外しへの取り組み〜

ノイエス　介護職　畑野　裕美
▶経口摂取を目指して
　　�〜食べたい気持ちを大切に〜

みのりの里旭ヶ丘　介護福祉士　佐藤　浩一

演題の一覧
■印は各セクションの優秀賞です。
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第 1 回  リハビリテーション部会の開催
日　　時：平成 22 年６月 23 日（水）13：30 〜 16：30
場　　所：リバース和戸　2 階視聴覚室にて
活動内容：・勉強会「高次脳機能障害」
　　　　　〜認知症に対して臨床での関わりについて〜
　　　　　　講師　健康科学大学リハビリテーション
　　　　　　クリニック　リハビリテーション科長　
　　　　　　理学療法士　高村　裕子先生
　　　　　・ 平成 22 年度事業計画・予算案について
　　　　　・アンケート結果の報告と情報交換
　第 1 回部会は、34 名の参加がありリハ従事者だけで
なく他職種の方や県内外の教育機関の学生達も参加さ
れ盛大に行う事が出来ました。講師に健康科学大学リ
ハビリテーションクリニックの高村先生をお招きし「高

次脳機能障害」と題しま
して講演を行なって頂き
ました。実技を踏まえた
興味深い内容で、親身な
対応に大変感銘し、大変
有意義な時間を過ごす事
が出来ました。

部会長　遠藤　勇志
（山梨ライフケアホーム）

第 1 回  介護支援専門員部会の開催
日　　時： 平成 22 年 6 月 16 日（水）14:00 〜 16：30
場　　所：リバース和戸館　2 Ｆ視聴覚室
出　　席：27 施設 31 名
活動内容： 平成 21 年度　介護支援専門員部会事業、会

計報告
　　　　　 平成 22 年度　介護支援専門員部会事業計

画、予算案について
　　講義：「認知症ケアを正しく知る」
　　講師：甲府市北西地域包括支援センター
　　　　　佐藤　治美氏

第 2 回  介護支援専門員部会の開催
日　　時：平成 22 年 10 月 29 日（水）14:00 〜 16:30
場　　所：リバース和戸館　2 Ｆ視聴覚室
出　　席：25 施設 25 名
活動内容：
　　講義：「Ｒ 4 システム研修」
　　講師：六合つつじ荘　
　　　　　常務理事　折茂　賢一郎氏
　他職種がそれぞれにアセスメントを行い、多職種協
働でプラン立案する事により、より一層利用者のニー
ズが反映されたプラン作成出来る。内容の周知が容易
となるとの講義を頂き、再認識させて頂きました。

部会長　渡邉　静江
（ももくら）

第１回  通所リハビリ部会の開催
日　　時：平成 22 年７月 13 日（火）14：00 〜 16：30
場　　所：リバース和戸
参  加  者：22 施設 23 名
活動内容：①勉強会「ハンド・フットケア」
　　　　　　講師　IBS リフレ養成スクール講師
　　　　　　坪井　茂子先生
　　　　　 ②平成 22 年度役員紹介及び事業計画
　　　　　 ③平成 22 年度山梨県老人保健施設協議会総

　会報告
　　　　　④情報交換・その他
　　　　　その他　意見交換
出　　席：24 施設　30 名
　勉強会ではリフレ養成スクールの講師をお招きし、実
技中心の講義を受けることが出来ました。ハンド・フッ
トケアはとても気軽に出来、利用者様と触れ合う事の大
切さも学べました。とても好評でした。
　今年度は平成 23 年 2 月にパーソン・センタード・ケ
アについての勉強会を予定しています。

部会長　吉池　久美子
（ケアホーム花菱）

 リハビリテーション部会  介護部会

 介護支援専門員部会

 通所リハビリ部会

第 2 回  介護部会の開催
日　　時：平成 23 年 1 月 19 日（水）14：00 〜 16：30
場　　所：山梨県立青少年センター
　　　　　　　　　　　　　別館 2 階　多目的ホール
活動内容：講義「認知症を持つ人への介護について」
　　　　　講師：甲州リハビリテーション病院
　　　　　　　　診療部　医療相談室室長
　　　　　　　　岩間　英輝先生
　平成 22 年 9 月 8 日（水）に第 1 回看護・介護合同
研修会を無事に終え、今回も看護・介護合同での研修
会を開催いたします。第２回合同部会では、県が主催
する認知症介護に携わる専門職を対象とする、系統立
てた研修「認知症介護実践研修」において、県内で最
初に指導者養成研修を受講されるなど、認知症介護に
ついてのスペシャリストである岩間英輝先生をお招き
して「認知症」についての講義を開催予定しております。
大勢の参加を頂けるようご協力をお願い致します。

部会長　小林　大
（甲府南ライフケアセンター）

部 会 活 動 報 告
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第１回  事務長部会の開催
日　　時：平成 22 年７月 23 日（金）14：30 〜 16：00
場　　所：笛吹市スコレーセンター
出　　席：28 施設 30 名
活動内容：キャリアパスについて 
　介護職員処遇改善交付金におけるキャリアパス要件に
ついて、各施設の取り組み状況を確認し、今後の方向性
の一助になるよう、検討を行いました。
　今年度はあと２回の部会を開催し、アンケート調査に
より、他施設の取り組み状況を確認する予定になってお
ります。

部会長　網倉　健也
（NAC湯村）

 事務長部会

 看護部会
第 1 回 看護部会の開催

日　　時：平成 22 年６月 17 日（木）14：00 〜 16：30
出　　席：20 施設　23 名
活動内容：22 年度定期総会報告、看護部会事業計画
　　　　　日常業務に関する意見交換
　　　　　平成21年度　定期総会報告　看護部会事業計画
　　　　　日常業務に関する意見・情報交換
　看護協会より『山梨県看護職員確保対策連絡協議会』
へ参加要請がありました。老健協の指示で、開設順に
協議会へ参加することが決定しました。

第 1 回  看護・介護部会の開催
日　　時：平成 22 年９月 8 日（水）14：00 〜 16：30
出　　席：27 施設　70 名
活動内容：講演『姿勢、運動とケア』
　　　　　講師：甲府南ライフケアセンター副施設長
　　　　　　　　井口　恭一　理学療法士
　首の制御は嚥下、姿勢等に影響する。首が自由に制
御されていれば、移動動作など円滑に行われる。車椅
子などの移乗が困難な場合、首が制御されていない事
が多い。首が向いている方向に身体全体が正向しよう
とする事、重心が首の向いている側の足に乗りやすく
平衡を容易にとる事ができる。それを上手く使えば利

用者は移動、移乗が楽に行
える。また介護する側は腰
等を痛めることも少ない。
意図的な運動 ( 随意運動 )
姿勢反射等自動運動の実技、
実演を交えた講演であった。

部会長　西村　喜代美
（甲府南ライフケアセンター）

 支援相談員部会

 栄養士部会

第 3 回  支援相談員部会の開催
日　　時：平成 22 年 11 月 16 日（火）14：00 〜 16：30
場　　所：一宮福祉会館　3 階
出　　席：25 施設　26 名
活動内容：講演『 相談援助技術の理解について 』 
　　　　　講師　日本臨床心理協会　中嶋　彩　先生
　第 3 回（第 93 回）支援相談部会は医療社会事業協会、
支援専門員部会、支援相談員部会の 3 団体合同部会を
開催しました。
　今回「職種間の連携をスムーズに図る為に」をテー
マに討議しました。
　各団体の代表者から日々の業務で感じたこと、退院
困難な事例、病院 SW との実践、また、グループディ
スカッションでは、連携がうまくいった事例、連携が
うまくいかなかった事例等を発表され、相談業務の役
割、共通認識、連携の重要性を感じました。
　今後もこのような交流の場を設け、お互いに知識・
技術のレベルアップに努めていきたいと思いました。

部会長　依田　秀規
（あさひホーム）

第 2 回  栄養士部会の開催
日　　時：平成22年10月22日（金）14：00〜16：30
場　　所：リバース和戸　２階　第３研修室
出　　席：30 施設　31 名
活動内容：勉強会「ＰＴと連携をとった栄養サポート」
　　　　　〜ＰＴって何をしているの？〜
　　　　　講師：特養「敷島荘」ＰＴ　佐藤　芳一様
　去る４月、病院管理栄養士の講演（山梨栄養士会主催）
のなかで「体動サポートの重要性」を聞き、「何をして
いるのだろう？」という疑問から、今回の勉強会を開催
しました。佐藤先生は直接その管理栄養士とコンタクト
をとってくださり、その理念をご理解されつつ勉強会を
開催してくださいました。骨格筋の仕組みや、日々の小
さな訓練でも、それを継続する・しないの差や意義につ
いて大変勉強になりました。また、きちんと食事を摂り
健康体を維持して初めてリハビリが実施できると話し
て頂き、励みにもなりました。改めて「食べる」という
１つをとっても、多職種協働が大切であると実感しまし
た。これを活かし、今後も積極的にＰＴとも連携を深め
栄養ケアに活かしていこうと思います。

部会長　潮上　幸恵
（峡北シルバーケアホーム）

部 会 活 動 報 告



シリーズ さ く ひ ん

編 集 後 記

　デイケア利用の皆さんが色紙テープを一つ
一つ巻いて貼り付けました。

　広報委員会をお受けして２年が経とうとしてい
ます。微力ながら任期を全うすることができたの
も、この 2 年間共に御協力、御支援して頂いた
広報委員の各皆様方と事務局のお陰でした。こ
の場をお借りして御礼申し上げます。
　これからの老人保健施設は、変化の早い高齢
化社会事情に対応できる施設でなければなりま
せん。そのため、各施設も新たな努力と工夫が
必要になる事でしょう。
　今後も、山梨老健協を中心として、各施設が
切磋琢磨していけるよう願いたいと思います。
　2 年間、本当にありがとうございました。

広報委員長　米　波　達　男
（ナーシングプラザ三珠）

『くまのプーさん』（相川ケアセンター）
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猛暑により遅れていた紅葉もここ数日の冷え込みで山の木々もようやく色づき始
めた日の午後、ふもとにある甲府相川ケアセンターさんにお邪魔いたしました。

お忙しい中、臼井事務長からお話を伺うことが出来ました。

　甲府相川ケアセンターの理念は「笑顔とぬくもり」であります。
それは、「ご利用者に喜びを、ご家族に安心を」感じていただくことが、目標であり、
そのための行動指針として、
　1.　介護は最も崇高な仕事
　2.　介護は精神労働
　3.　介護にマニュアルなし
　4.　家族以上に重要な存在に
以上を掲げ、常に意識しながら、全職員一丸となって業務にあたっております。
　甲府市の地域包括支援センターを併設し、市及び町内会、児童民生員の皆さんと
連携し、甲府市北部の在宅高齢者の健康増進をはじめあらゆる相談、支援の窓口と
して活動しております。
　また「よい仕事は働き易い職場から」、全職員が家庭と仕事の両立（ワークライフ
バランス）が出来るように、育児・介護休業等の取得や、毎月 1 日以上の年次有給
休暇の取得、時間単位の有給休暇付与、残業時間軽減等々の措置を積極的に実施し
ております。

　当施設は、選ばれる施設のポイントとして、行事やレクリエーションが多彩であ
ることも必須であると考えております。したがって、四季折々の行事は勿論、それ
らの合間に多彩なボランティアさんによるレクリエーションをはじめ職員のアイデ
アによる数多くの行事・レクリエーションを行っています。特に、納涼祭は、塚原
町内会さんと合同で開催し、ハワイアンや歌謡ショー、盆踊りといったボランティ
アの方々も参加していただいて大盛況です。また、町内会婦人部・帝京看護専門学校・
山梨県立大学からのボランティアも屋台等に大勢参加してくださるので、とてもス
ムーズに楽しく運営出来、大変感謝しています。まさに、地域、家族、利用者と職
員が一体となった結果と思います。毎年、600 名以上の方が入場されますが、その
入場料は、「公益財団法人山日ＹＢＳ厚生文化事業団」へ寄付させていただいており
ます。

　介護老人保健施設を中心として、地域包括支援センター、特別養護老人ホームと
いう法人内の連携を強化したいと思います。そして、地域の住民・要支援者・要介
護者に必要不可欠な総合的役割を担う老健施設を目指していきます。

　施設の概要
◆入所定員　96 名（内認知症ケア対応 30 名）
◆通所定員　32 人
◆協力病院　独立行政法人国立病院機構
　　　　　　　　　　　　　　　　甲府病院
◆協力歯科　花形歯科医院
◆所 在 地　〒 400 － 0003
　　　　　　山梨県甲府市塚原町 359 番地
◆電話番号　TEL 055-252-1600
　　　　　　FAX 055-252-1602
◆設置運営主体　社会福祉法人山梨樫の会

施設訪問記施設訪問記 相川ケアセンター
（訪問者　山梨ライフケアホーム）

施設の特徴

レクリエーションと地域交流

今後の目標と取り組み


